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(1) 

安全に関する注意 
 

安全に関する重要な内容ですので、よくお読みの上、記載事項を必ずお守りください。 

 本書は当社の流量計を御使用になる方への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安

全に、正しくお使いいただくための重要な内容を記載しています。次に示す内容（表示、

図記号）をよく御理解の上、本文をお読みください。 

 なお、本書は必要なときにすぐに参照できるように、使いやすい場所に保管してくださ

い。 

  

表示の説明 
  

本書および製品本体で使用している安全に関する表示の意味は次のとおりです。 

 

 表示 表示の意味  

 

 
危険 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が

死亡または重傷を負う危険が差し迫って生じること

が想定される内容を示しています。 

 

 

 
警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が

死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示

しています。 

 

 

 
注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が

傷害を負う可能性が想定される内容、及び物的損害

のみの発生が想定される内容を示しています。 

 

 

 

 

 

保護接地端子を示しています。 

 

 

 

 
 

 

電源ラインが近くにあることを示しています。 

 

 

 

 
 

 

静電気に注意が必要なことを示しています。 
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ラベル 
 

 （１） 警告ラベル 

 

 本製品には以下に示す警告ラベルが貼り付けされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２） 注意ラベル 

 

 本製品には以下に示す注意ラベルが貼り付けされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３） 接地 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



(3) 

 （４） 定格ラベル 

 

定格最大流量 Ｑ3、転移流量 Ｑ2、定格最小流量 Ｑ1、IP、精度等級を示します。 

注）□□□□には、各定格流量が記載されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本装置で使用しているラベルと貼付位置は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             ＵＶＨ－３０００ パネル前面図 
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(4) 

使用上の注意事項 
 

製品の性能を十分に発揮させ、安全に御使用いただくために次の事項に注意して御使用

ください。 

注 

 

 

 

 

 

 

 

 

意 

①以下の事項をすべて満足しない場合には、測定不能、あるいは誤った計

測値を表示又は出力することがあります。 

・仕様書などに記載の所定の電源電圧範囲で使用すること。 

・測定中には超音波の伝搬を著しく妨げるような気泡や異物の混入がな 

  いこと。 

・流速検出器の設置には、必要直線部を満足するような場所を選択する 

こと。 

・検出器には特に振動や衝撃が加わらないようにすること。 

・流量計本体、検出器、及びケーブルは外来ノイズなどの影響のない 

場所に設置すること。 

・流量計本体及び検出器は所定の周囲温度湿度の範囲で使用すること。 

・自然流下による流れであること。等流とみなせる流れであること。 

・水路には木材などの固く重い漂流物が流れてこないこと。 

・水路には土砂の堆積などがないこと。 

②流速演算部及び水位計が必要な信号レベルを検知できなかった場合に

は、本体内液晶表示器にＶＥＲＲやＨＲＯＦＦ、ＨＨＡＬＴ警報が表示

されます。これらが表示されているとき、 

・流速や水位は、警報が表示される直前の値を表示していることがあり 

ます。 

・流量は【ＲＯＦＦ ＯＰＥ】の設定に従った値を表示していることが 

あります。 

③流量計本体で設定値の入力（最大流量、積算単位など）を行う場合には

取扱説明書をよくお読みの上、正確に設定してください。誤った設定を

行うと測定不能、あるいは誤った測定値（出力信号）を表示、又は出力

します。 

④製品の改造、及び分解は行わないでください。感電や故障の原因となり 

ます。 

⑤この取扱説明書を紛失した場合には、最寄りの当社営業所まで御連絡く

ださい。 

⑥本製品を廃棄する場合には、各自治体の法規に従ってください。 
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はじめに 
 

この取扱説明書は管渠流量計ＵＶＨ－３０００の安全に関する注意をはじめ、仕様、構

造、設置、操作方法、故障とその対策、などについて詳しく説明してあります。本機器を

十分御理解のうえ、正しくお使いくださるようお願いいたします。 

 

 

取扱説明書等の遵守事項 
 

この取扱説明書等について守っていただきたい事項は以下のとおりです。 

 

１．この取扱説明書を熟読してください。 

この取扱説明書には重要なことが記載されていますので、必ず最後までお読みくださ

い。 

 

２．この取扱説明書は大切に保管ください。 

本機器を取り扱う場合にはこの取扱説明書が必要です。この取扱説明書がいつでも読

めるように、保管の御担当者や保管場所を決め大切に保管してください。 

 

３．この取扱説明書を本機器の取扱者の手元に届けてください。 

代理店等、本機器の販売の仲介になる方々は、この取扱説明書を実際に本機器を取り

扱う方々の手元に必ず届けてください。 

 

４．この取扱説明書を紛失した場合は直ちに補充してください。 

この取扱説明書を紛失した場合には、裏表紙に示す当社営業所等に連絡し取扱説明書

を補充してください。なお、補充の取扱説明書は有料です。 

 

５．警告ラベルのはがれのないことを確かめてください。 

警告ラベルが汚れたり、はがれたりした場合は、当社営業所等に連絡し警告ラベルを

補充してください。なお、補充の警告ラベルは有料です。 

 

 

取扱説明書等の注意事項 
 

 この取扱説明書は本機器の標準仕様に基づき作成されています。 

 お客様の仕様により承認図面と異なる記述内容がある場合には、承認図面を優先させて

いただきます。 

 

 

機器保護のための禁止事項及び注意事項 
 

本機器の保護のため、以下の事項を守ってください。 

 

１．流量計本体や検出器を落とすなど、衝撃を与えないでください。 

 

２．規定の動作環境（周囲温度、周囲湿度）以外で使用しないでください。 

 

３．規定の電源以外で使用しないでください。 



(6) 

 

４．傷がついたケーブル、被覆のはがれたケーブル（電源ケーブル、同軸ケーブル、信号

ケーブル）は使用しないでください。 

 

５．機器の内部には高電圧の回路などがありますので、通電中は端子部や機器の内部には

絶対に触らないでください。 

 

６．機器の操作は流量計本体の表扉を開けたパネル上（液晶表示器、キーボード）で行い

ます。パネル内部の電子回路（プリント基板や電子部品など）は触らないでくださ

い。 

 

７．機器の分解や改造は絶対に行わないでください。機器が異常の際には当社へ御連絡く

ださい。 

 

８．本機器及び付属機器は防爆エリアでは使用できません。 

 

９．本機器に絶縁耐圧試験を行う場合は別途御相談ください。 
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第１章．概説 
 
このたびは当社の管渠流量計ＵＶＨ－３０００をお買い上げいただき、誠にありがとう

ございます。御使用に先立ちこの取扱説明書を御一読くださいますようお願い申し上げま

す。なお性能向上のため、仕様や外観を予告なく変更することがありますので、予め御了

承願います。 

本書は排水JIS対応版の取扱説明書です。ＪＩＳ Ｂ ７５５７：２０１９ 排水流量

計－取引又は証明用に対応しています。排水JIS非対応のＵＶＨ－３０００をご購入の場

合は取扱説明書が異なりますので最寄りの当社営業所まで御連絡ください。 

 

ＵＶＨ－３０００は下水、農水、産業排水などの自由水面を持って流れる水路の水位と

流速を計測し、これら２つの情報を元に流量を求める方式の流量計です。以下の特長を持

ちます。 

 

１．１ 特長 
 

（１） 水位検出器として、当社の電波レベル計ＭＲＦ－１０を使用しているため（標準

仕様）、測定対象に接触することなく、水位を精度良く測定することができま

す。 

 

（２） ＭＲＦ－１０の代わりに、他の水位計も使用可能です。 

 

（３） 当社水位計を使用する場合、水位零から満水までの流量測定ができます。また流

速検出器は小型のため、流れに障害を生じにくく、かつ取り付けが容易です。 

 

（４） 流量信号、流速信号、水位信号を独立して出力することができます。 

 

（５） ＪＩＳ Ｂ ７５５７：２０１９ 排水流量計－取引又は証明用に対応していま 

す。 

 

１．２ 関連する取扱説明書 
 

  平面アンテナ電波レベル計 ＭＲＦ－１０ 取扱説明書［文書番号 Ｋ０８－００４］ 

 

１．３ 用語の定義 
 

流速には点流速と平均流速とがありますが、本書では平均流速のことを単に流速とし

て表現しています。点流速と平均流速については第８章を御覧ください。 

 

 

  



1-2 

（このページは意図的に白紙にしています） 
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第２章．標準的な構成 

 
２．１ 電波レベル計ＭＲＦ－１０を使用する場合 
 

名称 数量 説明 

本体 １台 流量計本体 

流

速

計

用 

検出器 １個 超音波の送受を行うセンサ 

同軸ケーブル １本 ５Ｃ－２ＷＡＥ 

その他 １式 
検出器と同軸ケーブルを接続するための結合材又は

結合箱など 

水

位

計

用 

検出器・本体 １個 ＭＲＦ－１０ 

ケーブル １本 流量計本体とＭＲＦ－１０接続用 

水

温

検

出

用 

検出端 １個 ＴＨ－２００またはＴＨ－１００ 

ケーブル １本 流量計本体と水温検出端接続用 
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現場によって設置方法が異なる場合があります 

 

図２－１ 基本構成図 
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第３章．各部の名称と機能 

 
３．１ 本体前面 
 

本体前面からは、流量値や積算値を表示するための①液晶表示器を見ることができま

す。 

本機器の起動、停止及びメニュー操作は⑤パネル上で行います。パネルを見えるように

するには③パチン錠をはずし、④表扉を左方向に開きます。 

 キーの誤操作や防塵のため、通常は表扉を閉じた状態で御使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－1 本体前面 

 

 

３．２ パネル 
 

  ④表扉が開いている状態では下記の操作が行えます。 

・ ⑥電源スイッチによる本機器の起動や停止。 

・ ①液晶表示器と②キーボードを使用した設定値の変更。 

・ ⑨端子台群の配線作業。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①液晶表示器 

③パチン錠 

④表扉 
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図３－２ パネル 

 

  

⑧パネル止めねじをはずしてパネルを左方向に開けると二つの⑦ヒューズホルダが見

えます。ヒューズの交換については６．２ 本体の保守・点検を御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－３ パネルが開いている状態 

 

 

 
警告 

 ・端子部に手を触れないでください。 

 感電の原因となる場合があります。 

・サービス員以外は分解しないでください。 

 本体内部には、高電圧部分があるので感電の原因となります。 

 

  

⑦ヒューズホルダ 

（サービスコンセント用） 

⑦ヒューズホルダ 

（ＡＣ電源用） 

⑨端子台群 

⑤パネル 

②キーボード 

⑥電源スイッチ 

①液晶表示器 

⑦ヒューズホルダ

（ＡＣ電源用） 

⑧パネル止めねじ 
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第４章．操作方法 

 
４．１ 概要 
 

本章では、本機器の起動及び停止方法、計測画面の見方、メニュー画面の操作方法等を

説明します。 

 

本機器は、原則として現地調整時に仕様に合わせて当社サービス員が設定いたしますの

で、調整後は電源を投入していただくだけで基本的な計測を簡単に行うことができます。 

 

本機器のデータ設定等の操作は機器内部のキーボードによって行います。キー操作は、

表示器を通じた対話形式で行いますので、容易に操作、変更が可能です。 

 

操作に当たっては、各検出器およびケーブルが正しく接続されていることを確認してく

ださい。 

 

注意 

･メニュー操作中、計測動作（積算を含む）は中断され、出力は直前の値が保持されま

す。 

･積算中にメニュー操作に入ると、操作終了後は直前の値を引き継いで積算を再開しま

す。 

･アナログ出力チェック機能の動作中、積算動作は継続されます。 

･メニュー操作で変更した設定値等は、計測動作を再開した時に反映されます。 
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４．２ 起動及び停止方法 
 

（１）起動 

 ・電源スイッチをＯＮにします。 

  設定が完了している状態であれば、起動後は自己診断を経て自動的に計測動作を開始 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）停止 

 ・電源スイッチをＯＦＦにします。 

  停止した場合でも、計測に必要な設定データは内部の不揮発性メモリに保持されてい

ます。 

 

  

【ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ】 
 
ＦＣ ＣＨＥＣＫ 
  ＲＯＭ１： ＯＫ 
  ＲＯＭ２： ＯＫ 
  ＲＡＭ１： ＯＫ 
  ＲＡＭ２： ＯＫ 
 
Ｖ ＣＨＥＣＫ 
  ＲＯＭ１： ＯＫ 
  ＲＯＭ２： ＯＫ 
  ＲＡＭ ： ＯＫ 
  ＴＥＭＰ： ＯＫ 
 
 

図４－２ 電源投入時の画面 

 
 
 
 
 
Ｑ 
 
      Ｅ＋３ ｍ３／ｍｉｎ 
 
Ｈ    １．０００ ｍ    
Ｖ    １．０００ ｍ／ｓ  
 
Ｉ＋      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 
Ｉ－      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 
 
            ＩＮＴＧ 
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４．３ キーボード 
 

下図左のキーボードを、模式的に下図右のように表して説明します。 

 

 

⇒ 

<7> <8/↑> <9> <MENU>

<4/←> <5> <6/→> <●○>

<1> <2/↓> <3> <EXIT>

<0>
<.

/STRT>

<-

/STOP>
<ENT>

 

図４－３ キーボード 

 

キーには、原則として以下の機能が割り振られています。 

 

表４－３ 原則的なキーの機能 

 

(*1)(*2) 

計測画面 インフォメーション

画面 

メニュー画面 手動ゲイン設定の

画面 

  選択肢の選択 数値の入力 

<MENU> インフォメーション

画面に移動 

この時点では計測を 

継続 

無効 計測画面へ戻る。 ← ・計測画面に戻 

る。 

・<ENT>済み項目 

のみ更新 

<●○> 無効 無効 ← ← ← 

<EXIT> 無効 計測画面に戻る。 ・画面の指示に従い

計測画面または前

画面へ戻る。 

・ただし特記無き場

合は、前ステップ

へ戻る。すなわち 

・選択肢選択中で 

<ENT>前なら前回 

設定されていた選 

択肢に戻る。 

・前回設定されてい 

た選択肢に戻って 

いるなら前画面に 

戻る。 

・以下前画面に戻 

る。 

・前ステップへ 

戻る。 

すなわち 

・数値入力中で

<ENT>前ならバ

ックスペース

相当。 

・入力中の数値 

 が全桁消去さ 

れているなら 

前回設定され 

ていた数値に 

戻る。 

・前回設定され 

 ていた数値に 

戻っているな 

ら前画面に戻 

る。 

・以下前画面に 

 戻る。 

 

 

 

・前ステップへ 

戻る。 

すなわち 

・ゲイン設定中 

で<ENT>前なら 

前回設定され 

ていたゲイン 

値に戻る。 

・前回設定され 

ていたゲイン 

値に戻ってい 

るなら前画面 

に戻る。 

・以下前画面に 

戻る。 

<ENT> 無効 メニュー画面に移動 確定し次ステップへ

移動 

← ← 

数値入力キー

としての 

<0>～<9>、 

<./STRT>、 

<-/STOP> 

無効 ← ← 数値扱い 無効 
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(*1)(*2) 

計測画面 インフォメーション

画面 

メニュー画面 手動ゲイン設定の

画面 

  選択肢の選択 数値の入力 

数値入力キー

以外としての 

     

 <./STRT> 積算ＯＮ時： 

積算値のリセット 

及び積算開始。積 

算動作中は無効 

積算ＯＦＦ時： 

無効 

無効 ← ．（小数点） 無効 

 <-/STOP> 積算ＯＮ時： 

積算停止。積算停 

止中は無効 

積算ＯＦＦ時： 

無効 

無効 ← －（マイナス） 無効 

 <8/↑> 無効 無効 前の項目へ移動 

または前のパラメー

タを選択 

８ ゲイン値増 

 <2/↓> 無効 無効 次の項目へ移動 

または次のパラメー

タを選択 

２ ゲイン値減 

 <4/←> 無効 無効 前のメニューに移動 ４ 無効 

 <6/→> 無効 無効 次のメニューに移動 ６ 無効 

 

(*1)同列上部の動作中に、同行左部のキーがどの様な機能を果たすかを示しています。 

(*2)キーはリピート動作をします。 

 

 

 

  



4-5 

４．４ 画面の種類 
 

画面の種類は計測画面、メニュー画面、インフォメーション画面があり、それぞれの

画面には、図４－４に示す関係があります。 

計測画面で＜ＭＥＮＵ＞キーを押すと、ソフトウェアのバージョン等を表示するイン

フォメーション画面が表示されます。 

インフォメーション画面でパスワードを入力して＜ＥＮＴ＞キーを押すと、メニュー

画面【ＵＳＥＲ】が表示されます。 

メニュー画面で＜ＭＥＮＵ＞キーまたは＜ＥＸＩＴ＞キーを押すと計測画面に戻りま

す。 

   

＜ＭＥＮＵ＞ 

＜ＥＸＩＴ＞ 

＜ＥＮＴ＞ 

＜ＭＥＮＵ＞ 

＜ＥＸＩＴ＞ 

計測画面 

 
 
 
 
 
Ｑ 
 
     Ｅ＋３ ｍ３／ｍｉｎ 
 
Ｈ   １．０００ ｍ    
Ｖ    １．００ ｍ／ｓ  
 
Ｉ＋     ０ Ｅ＋３ ｍ３ 
Ｉ－     ０ Ｅ＋３ ｍ３ 
 
           ＩＮＴＧ 

メニュー画面【ＵＳＥＲ】 

【ＵＳＥＲ】 
 
ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 
ＰＡＳＳＷＯＲＤ                
ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ            
 

図４－４ 計測画面とメニュー画面 

   

ＳＹＳＴＥＭ ＩＮＦＯ． 

 

 

 

 

ＦＣ ＶＥＲ．：Ｖ．□．□□ 

Ｖ  ＶＥＲ．：Ｖ．□．□□ 

 

Ｅｎｔｅｒ 

 Ｐａｓｓｗｏｒｄ [ＥＮＴ] 

 ｏｒ［ＥＸＩＴ］ 

インフォメーション画面 

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 

パスワード入力

＜ＥＮＴ＞ 
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４．５ 計測画面 
 

計測動作中の表示器画面は以下のようになります。 

下図は、説明用表示例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 流量値 

 

単位、乗数、及びＦＳ（フルスケールを意味します）は工場出荷時に設定します。 

ＦＳは設定した値を超えたとき表示します。 

お客様による変更はできません。変更の際は当社サービス員にお申し付けください。 

 

（２） 水位値 

 

単位はｍ（メートル）固定です。 

ＦＳ（フルスケールを意味します）は工場出荷時の設定値を超えたとき表示します。 

お客様による変更はできません。変更の際は当社サービス員にお申し付けください。 

 

  

ＨＲＯＦＦ ＨＨＡＬＴ 
ＶＥＲＲ  ＴＥＲＲ 
ＶＡＧＣ 
 
 
Ｑ             ＦＳ 
 
 
      Ｅ＋３ Ｍ３／ｍｉｎ 
Ｈ   ０．０００ ｍ     ＦＳ 
Ｖ    ０．００ ｍ／ｓ ＦＳ 
 
Ｉ＋      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 
Ｉ－      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 
 
ＬＢ ＣＨＫ－ＨＶＱＭ ＩＮＴＧ 

（５）水位計の動作状態

を表示します。 
（１）流量値を表示します。 

（６）流速計の動作状態を

表示します。 

（２）水位値を表示します。 

（３）流速値を表示します。 

（４）正流及び逆流の積算

値を表示します。 

（８）チェック状態であること

を示します。 

（９）積算状態を示します。 

（１０）電池残量を表示します。 

（７）水温計の動作状態を

表示します。 
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（３） 流速値 

 

単位はｍ／ｓ（メートル／秒）固定です。 

ＦＳ（フルスケールを意味します）は工場出荷時の設定値を超えたとき表示します。 

お客様による変更はできません。変更の際は当社サービス員にお申し付けください。 

 

（４） 正流及び逆流の積算値 

 

正流（Ｉ＋）、逆流（Ｉ－）、及び積算単位の設定は工場出荷時に行います。 

お客様による変更はできません。変更の際は当社サービス員にお申し付けください。 

 

（５） 水位計の動作状態 

 

下記を意味します。 

 

表示 意味 水位アナログ出力 
ＨＥＲＲ接

点出力 

表示なし 正常動作。 
水位を４－２０ｍＡに換

算し出力。 
開 

ＨＲＯＦＦ
(*1) 

水位計の入力端子の信号が２０ｍＡを

超えた。 

水位計にて受波なしが発生した。 

直前の値を４－２０ｍＡ

に換算し出力。 
閉 

ＨＨＡＬＴ 
水位計の入力端子の信号が４ｍＡより

下がった。 

直前の値を４－２０ｍＡ

に換算し出力。 
閉 

（＊１）使用する水位計により動作が異なることがあります。 

 

（６） 流速計の動作状態 

 

下記を意味します。 

 

表示 意味 流速アナログ出力 
ＶＥＲＲ接

点出力 

表示なし 正常動作。 
流速を４－２０ｍＡに換

算し出力。 
開 

ＶＥＲＲ 

１つまたは複数のセンサにおいて受波

なしが発生した。 

流速を４－２０ｍＡに換

算し出力。 
閉 

すべてのセンサにおいて受波なしが発

生した。 

直前の値を４－２０ｍＡ

に換算し出力。 
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表示 意味 

ＶＡＧＣ ＶＡＧＣ：ＡＧＣがＯＮになっている。 

 

（７） 水温計の状態 

 

下記を意味します。 

 

表示 意味 
ＴＥＲＲ接

点出力 

表示なし 正常動作。 開 

ＴＥＲＲ 水温が指定範囲外の値になっている。 閉 

 

（８） チェック状態 

 

下記を意味します。 

 

表示 

意味 

Ｈチェック Ｖチェック Ｑチェック 
センサ切換 

チェック 

なし     

ＣＨＫ－Ｈ ○    

ＣＨＫ－Ｖ  ○   

ＣＨＫ－Ｑ   ○  

ＣＨＫ－ＨＶ ○ ○   

ＣＨＫ－ＨＱ ○  ○  

ＣＨＫ－ＶＱ  ○ ○  

ＣＨＫ－ＨＶＱ ○ ○ ○  

ＣＨＫ－Ｍ    ○ 

ＣＨＫ－ＨＭ ○   ○ 

ＣＨＫ－ＶＭ  ○  ○ 

ＣＨＫ－ＱＭ   ○ ○ 

ＣＨＫ－ＨＶＭ ○ ○  ○ 

ＣＨＫ－ＨＱＭ ○  ○ ○ 

ＣＨＫ－ＶＱＭ  ○ ○ ○ 

ＣＨＫ－ＨＶＱＭ ○ ○ ○ ○ 

             ○：その機能が働いていることを意味します。 

 

チェック項目で水位アナログ出力が設定されているとき“ＣＨＫ－Ｈ”、流速アナロ

グ出力が設定されているとき“ＣＨＫ－Ｖ”、流量アナログ出力が設定されていると

き“ＣＨＫ－Ｑ”が表示されます。水位、流速、流量アナログ出力をすべて設定する

と“ＣＨＫ－ＨＶＱ”と表示されます。 

センサ切換チェック機能有効時は“ＣＨＫ－Ｍ”が表示されます。 

 

（９） 積算状態 

 

ＩＮＴＧが表示されているときは積算中であることを示します。 
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（１０）電池残量 

 

ＬＢが表示されたときはメモリバックアップ用電池の電圧が規定値以下になったこ

とを示します。また、ＬＢが点滅しているときはメモリバックアップができていない

ことを示します。６．２ 本体の保守・点検の（４）を参照してください。 
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４．６ インフォメーション画面 
 
計測画面の時に＜ＭＥＮＵ＞キーを押すとインフォメーション画面が表示されます。 

ソフトウェアバージョン等を表示するインフォメーション画面は以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面が表示されているときにパスワードを入力して＜ＥＮＴ＞キーを押すと、メニュ

ー画面【ＵＳＥＲ】が表示されます。また、＜ＥＸＩＴ＞キーを押すと、計測画面に戻り

ます。 

 

 

４．７ メニュー画面 
 

 （１）項目選択方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目を選択するには、反転カーソルを＜８／↑＞キーまたは＜２／↓＞キーにて移

動し、＜ＥＮＴ＞キーを押します。  

図４－６ インフォメーション

画面 

   

ＳＹＳＴＥＭ ＩＮＦＯ． 

 

 

 

 

ＦＣ ＶＥＲ．：Ｖ．□．□□ 

Ｖ  ＶＥＲ．：Ｖ．□．□□ 

 

Ｅｎｔｅｒ 

 Ｐａｓｓｗｏｒｄ [ＥＮＴ] 

 ｏｒ［ＥＸＩＴ］ 

 

（１）流量演算部 

ソフトウェアバージョン 

（２）流速演算部 

ソフトウェアバージョン 

＜８／↑＞ 

＜２／↓＞ 

【ＵＳＥＲ】 

 
ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 
ＰＡＳＳＷＯＲＤ                
ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ            
 

【ＵＳＥＲ】 
ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 

 
ＰＡＳＳＷＯＲＤ                
ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ            

図４－７－１ 項目選択 

反転カーソル 

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 
ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 

注）□.□□にはソフトウェアバージョンが 

表示されます。 
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下位のメニューがあるときはそれを表示し、そうでない時は現在の設定値に対し、アン 

ダーバーカーソルが点滅します。 

 

注）右側に  のある項目は下位のメニューがあることを表しています。 

 

 

 

４．８ メニュー構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測画面 

インフォメーション画面 

USER画面 SELF CHECK 

BASIC DATA 

PASSWORD 

ACCESS LOG 

パスワードを設定します。

（４－１４ページ） 

シリアルポートからアクセス

ログデータを出力します。

（４－１４ページ） 
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４．９ 【ＵＳＥＲ】項目の設定 
 

【ＵＳＥＲ】画面では下記のパラメータを設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

設定項目一覧 

ここで設定できる項目を下表にまとめます。 

 

設定項目 内容 

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 自己診断を行います。 

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 基礎データを表示します。 

ＰＡＳＳＷＯＲＤ パスワードを設定します。 

ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ シリアルポートからアクセスログデータを出力し

ます。 

 

  印の付いている項目は↑、↓（矢印）キーが有効になっていることを示しています。 

  印の付いている項目は数字キーが有効になっていることを示しています。 

 

  

【ＵＳＥＲ】 
 
ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 
ＰＡＳＳＷＯＲＤ                
ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ            
 

図４－９ ＵＳＥＲ画面 

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ
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４．９．１ ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 
 

【ＵＳＥＲ】画面で“ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ”を選択します。＜通常は使用しません＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 

流量計本体の自己診断を実行します。“ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ”を選択し、＜ＥＮＴ＞

キーを押すと図４－９－１ｂのような自己診断結果表示になります。 

 

注）この項目は本機器に異常が生じた場合、故障究明の目安となるデータです。自己診断

の結果”ＮＧ”が表示された場合には、当社営業所に連絡してください。 

 

 

４．９．２ ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 
 

【ＵＳＥＲ】画面で“ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ”を選択します。＜通常は使用しません＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡを選択し＜ＥＮＴ＞キーを押すと基礎データを表示します。基礎

データ表示画面例を図４－９－２ｂに示します。基礎データ表示画面で＜ＥＸＩＴ＞キー

を押し【ＣＨＥＣＫ】画面へ戻ってください。 

 

注）この項目は本機器に異常が生じた場合、故障究明の目安となるデータです。 

【ＵＳＥＲ】 
 
ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 
ＰＡＳＳＷＯＲＤ                
ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ            
 

図４－９－１ａ  

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ実行画面 

【ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ】 
 
ＦＣ ＣＨＥＣＫ 
  ＲＯＭ１： ＯＫ 
  ＲＯＭ２： ＯＫ 
  ＲＡＭ１： ＯＫ 
  ＲＡＭ２： ＯＫ 
 
Ｖ ＣＨＥＣＫ 
  ＲＯＭ１： ＯＫ 
  ＲＯＭ２： ＯＫ 
  ＲＡＭ ： ＯＫ 
  ＴＥＭＰ： ＯＫ 
 
Ｐｒｅｓｓ ［ＥＸＩＴ］ 
        ｔｏ ｅｘｉｔ． 

図４－９－１ｂ 

自己診断結果画面例 

【ＵＳＥＲ】 
ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 
 
ＰＡＳＳＷＯＲＤ                
ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ            
 

図４－９－２ａ 

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ選択画面 

【ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ】 
ＦＬＵＩＤ ＴＥＭＰ． 
         ２５．０  ℃ 
ＳＯＵＮＤ ＳＰＥＥＤ 
        １５００ ｍ／ｓ 
ＮＯ． ＯＦ Ａ／Ｄ 
              ２０ 
ＧＡＩＮ ＃１      １７０ 
     ＃２      １７０ 
     ＃３      １７０ 
     ＃４      １７０ 
ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ     ｍ３ 
  ＋１５７７      －０ 
 
Ｐｒｅｓｓ ［ＥＸＩＴ］ 
        ｔｏ ｅｘｉｔ． 

図４－９－２ｂ 

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ表示画面例 

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ

          

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 
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４．９．３ パスワードの設定 
 

下記の５つのパスワード（初期値）が設定されています。 

・００００、１００１、２００２、３００３、４００４ 

 

これらの各パスワードの下三桁を変更可能です。【ＵＳＥＲ】画面で”ＰＡＳＳＷＯＲ

Ｄ”を選択し、＜ＥＮＴ＞キーを押すと図４－９－３ｂのように新パスワードの下三桁の

設定画面になります。下三桁を入力し＜ＥＮＴ＞キーを押すと新パスワードが設定されま

す。 

 

設定したパスワードを忘れてしまった場合は、最寄りの当社営業所まで御連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ＰＡＳＳＷＯＲＤ】 
 
            １２３ 
 

図４－９－３ａ  

ＰＡＳＳＷＯＲＤの選択画面 

【ＵＳＥＲ】 
ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 
ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 
                
ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ            
 

ＰＡＳＳＷＯＲＤ 

ＮＥＷ ＰＡＳＳＷＯＲＤ 

図４－９－３ｂ  

ＰＡＳＳＷＯＲＤの設定画面 
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４．９．４ ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ 
 

（１）ＰＣへの接続 

アクセスログ出力ケーブル（オプション品）で、ＵＶＨ－３０００をＰＣに接続しま 

す。パネルを開けて、図示のようにパネル裏面の基板の右上、[ＳＥＴ]と印字している 

コネクタに、本ケーブルのモジュラを接続します。コネクタ（Ｄ－Ｓｕｂ ９ピン メ 

ス）はＰＣのシリアルポートに接続してください。 

ＰＣにシリアルポートがない場合は、本ケーブルとＰＣを市販のＵＳＢシリアル変換

ケーブルで接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネル裏面 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ部拡大 

 

図４．９．４ａ ケーブル接続図 

 

 

 
警告 

 ・配線は活線状態で行わないでください。感電の原因となる場合があります。 

 

 

 

（２）ターミナルソフトの設定 

ＰＣのターミナルソフトの通信環境を以下のように設定にしてください。 

 

・ポート      ご利用になるＣＯＭポートを指定してください 

・通信速度     ９６００ｂｉｔ／秒 

・データ      ８ｂｉｔ 

・パリティ     ｎｏｎｅ 

・ストップビット  １ｂｉｔ 

・フロー制御    ｎｏｎｅ  

パネル 

Ａ 

(D-Sub 9ﾋﾟﾝ ﾒｽ) 
アクセスログ出力ケーブル 
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（３）アクセスログ出力 

【ＵＳＥＲ】画面で“ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ”を選択し、＜ＥＮＴ＞キーを押すと図４

－９－４ｃのようにアクセスログ設定画面になります。＜ＥＮＴ＞キーを押すとシリアル

ポートから古い順にアクセスログデータを、ＣＳＶ形式（カンマ区切り、ＡＳＣＩＩ）で

出力します。 

アクセスログの出力フォーマットは、「年，月，日，時，分，秒，パスワード」です。 

アクセスログ出力終了後、＜ＥＸＩＴ＞キーを押すと【ＵＳＥＲ】メニューに戻りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐｒｅｓｓ [ＥＮＴ]， 
ｆｏｒ ｓｔａｒｔｉｎｇ ―― 
ｗｈｅｎ ｙｏｕ ｅｘｉｔ， 

ｐｒｅｓｓ [Ｅｘｉｔ]． 

図４－９－４ｂ 

ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ選択画面 

図４－９－４ｃ 

ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ設定画面 

【ＵＳＥＲ】 
ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 
ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 
ＰＡＳＳＷＯＲＤ                
   
 
ＡＣＣＥＳＳ ＬＯＧ 
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第５章．設置 
 
 管渠流量計ＵＶＨ－３０００を設置するに当たっては、機器の性能を充分に発揮できる

よう、下記の各項に記載された条件を考慮して設置してください。 

 
５．１ 本体の設置 
 

５．１．１ 設置場所の選定 
 

設置場所は下記の条件を考慮して選定してください。 

 

１）周囲温度－１０～＋５５℃、近くに発熱体の少ない直射日光の当らないところ 

２）埃や腐食性雰囲気のないところ 

３）保守、点検が容易にできるところ 

４）本体と検出端との距離が、ケーブル長さで下記以下であるところ 

        電波レベル計ＭＲＦ－１０： ３００ｍ 

５）動力機器及び同配線の誘導障害を受ける恐れのないところ 

 

 

５．１．２ 設置 
 

１）本体は、垂直壁面に４本のＭ１０ボルトで取り付けるなどの方法で確実に設置して 

ください。 

２）保守点検のため作業エリアを確保してください。 

 
５．２ 検出器の設置 
 

５．２．１ 流速検出器 
 

（１） 設置場所の選定 

 

流速分布の乱れによる測定誤差を少なくし、流量計の性能を確保するために、流速

検出器の取り付け位置の上下流には、表７－１に示す水路直線部が必要です。これ以

外は当社に御相談ください。 

 

（２） 設置 

  

水路の中心を通る鉛直線上で底から標準で０．１Ｂ（Ｂ：水路幅）に位置するよう

に取り付け金具をアンカーボルト等で取り付けます。水路形状及び環境条件などによ

り、これ以外の設置方法を採用する場合があります。詳細につきましては当社にご相

談ください。 
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５．２．２ 水位検出器 
 

（１） 設置場所の選択 

 

測定誤差を少なくし、流量計の性能を確保するために、水位検出器の取り付け位置

に関しては一般に下記の条件が必要ですので御注意ください。詳細につきましては当

社に御相談ください。 

 

１）流速検出器の上流側に設置する。 

２）近くに発熱体が少なく、直射日光の当らないところに設置する。 

 

（２） 設置 

 

取り付け金具をアンカーボルト等で取り付けた後固定します。 

 

５．３ 配線 
 

各機器の配線は本体接続端子盤を用いて配線されます。次の要領で配線してください。 

 

１）本体と検出器とを接続する同軸ケーブルは動力線などから分離し、動力機器に近

接することのないような敷設をしてください。 

２）本体と外部機器の配線は図５－１、２及び表５－１を参照して行ってください。 

３）電源は必ず計装用電源を使用し、動力用電源と共用することは避けてください。 

４）電源及び信号ケーブルは公称断面積０．７５～２ｍｍ２相当のケーブルを使用して 

ください。 

５）線は銅製コンジット（電線管）配線としてください。本体の電源及び信号ケーブル

の配線引き込みは、本体底面のスキントップを通して結線してください。従って電

線管の配管端は本体底面の直近までとしてください。配線用の電線管は、鋼製電線

管（ＪＩＳ Ｃ ８３０５）または金属製可とう電線管（ＪＩＳ Ｃ ８３０９）

を使用してください。 

６）本体ケースを下図Ａの端子で接地してください。（第Ｄ種接地） 

７）ＨＰＷＲ端子とＨＩＮ端子をショートさせないでください。内蔵電源が壊れる恐れ

があります。 

８）ＨＩＮ端子とＨＲＴＮ端子に直接電源を接続しないでください。内部回路が壊れる

恐れがあります。 

 

 
警告 

 ・配線の際は本体を停止し、通電を止めてください。 

 感電の原因となる場合があります。 

・誤配線のないようにしてください。 

 本機器及び接続された機器に損傷を与える原因となる場合があります。 
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図５－１ 本体外部接続用端子付近（電源仕様：ＡＣ１００Ｖの場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－２ 本体ケース下面 

 

  

 

Ａ 
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表５－１ 本体端子台外部接続用端子 

 
仕様又は設定により機能が制限される場合があります。 

 

（１） 各種入出力用 

端子

名称 
機  能 

端子

名称 
機  能 

TH0 水温検出用端子0 HO- 水位アナログ出力－端子 

TH1 水温検出用端子1 QO+ 流量アナログ出力＋端子 

TH2 水温検出用端子2 QO- 流量アナログ出力－端子 

TH3 水温検出用端子3 ITGB 逆流積算パルス出力接点端子 

HPWR 水位計アナログ入力端子（＊１） ITGF 正流積算パルス出力接点端子 

HIN 水位計アナログ入力端子（＊１） CNT1 異常警報出力1（＊２） 

HRTN 水位計アナログ入力端子（＊１） CNT2 異常警報出力2（＊２） 

VO+ 流速アナログ出力＋端子 CNT3 異常警報出力3（＊２） 

VO- 流速アナログ出力－端子   

HO+ 水位アナログ出力＋端子   

 

 

 (*1)水位計アナログ入力端子詳細 

水位計 
端子名称 

接続例 
HPWR HIN HRTN 

DC24V±20%の電源で動

作する２線式水位計 

２線式水位計

の（＋）端子と

接続 

２線式水位計

の（－）端子と

接続 

 図5-3-1 

負荷抵抗350Ωを許容

できるDC4-20mA出力を

持つ水位計（４線式水

位計） 

 

電 流 出 力 の

（＋）端子と

接続 

電 流 出 力 の

（－）端子と接

続 

図5-3-2 

（注）HPWR-HIN 端子をショートさせないでください。 

（注）アナログ入力端子には電源を直接接続しないでください。故障の原因となります。 

 

 

 

(*2)異常警報出力端子詳細 

下記を任意に出力可能（警報時：閉） 

ＨＥＲＲ、ＶＥＲＲ、ＴＥＲＲ、ＡＬＬ、ＱＢＷ、ＮＯＮＥ 

 

・ＨＥＲＲ：水位が指定範囲外の場合（HROFF または HHALT 表示時） 

・ＶＥＲＲ：流速計測にて断線が発生した場合（VERR 表示時） 

・ＴＥＲＲ：水温が指定範囲外の場合（TERR 表示時） 

・ＡＬＬ ：ＨＥＲＲ＋ＶＥＲＲ＋ＴＥＲＲ 

・ＱＢＷ：方向判別（逆流時：閉、正流時：開） 

・ＮＯＮＥ：異常警報出力無し（常時：開）  
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図５－３－１ ２線式水位計との接続      図５－３－２ ４線式水位計との接続 

 

 

（２）電源用 

 

端子名称 機  能 

AC-L ＡＣ電源 ライブ極を接続 

AC-N ＡＣ電源 ニュートラル極を接続 

(注)３極電源ケーブルの中の接地線は図５－１ Ａの端子に接続します。 

 

 

（３）サービスコンセント 

電源仕様がＡＣ １００Ｖの場合のみサービスコンセントを備えています。 

 

（４）流速検出器用（ＢＮＣ端子） 

 

  

ＣＨ－１ 流速検出器第１測線用ＢＮＣ端子 

ＣＨ－２ 流速検出器第２測線用ＢＮＣ端子 

ＣＨ－３ 流速検出器第３測線用ＢＮＣ端子 

ＣＨ－４ 流速検出器第４測線用ＢＮＣ端子 

（注）多測線流速計測については７．３ 付加仕様の「多測線流速計測」を 

参照してください 
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（このページは意図的に白紙にしています） 
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第６章．保守・点検 

 
６．１ 検出器の保守・点検 
 

検出器は一般に保守の必要はありませんが下記の事項に注意してください。 

 

（１）検出器に衝撃を与えないでください。 

    堅いもので叩いたり、手をかけたり足で乗らないでください。 

 

（２）締め付け部に力を加えないでください。 

検出器は取り付け金具にて正しい取り付け寸法位置で締め付けてありますので、力

が加わると位置ずれ等が生じ測定不能になる場合があります。 

 

（３）流速検出器は付着物の付きにくい構造ですが、長期間使用していると、まれに付着

物が成長して大きくなったり、漂流物（木片など）が引っ掛かったりすることがあ

ります。感度を低下させる原因になりますので、定期的に点検してください。付着

物があるときは、ブラシなどで衝撃を与えないように取り去ってください。 

 

（４）検出器は不良になった場合にも極端な場合を除いて外観上の差異が生じませんの

で、通常は当社が保守点検契約（別途仕様）に基づいて点検を行います。特性劣化

の確認は超音波の受信波を観測し、正常時との比較で判断します。 

 
６．２ 本体の保守・点検 
 

当社の管渠流量計には機械的可動部品や電気的駆動部品が使用されていませんので、一

般に保守の必要はありませんが下記の事項に注意してください。 

 

（１）警告ラベルは常に読み取れるよう点検・清掃してください。警告ラベルが汚れたり

はがれたりした場合には当社に連絡してください。 

 

（２）ヒューズが断線した場合は、地落、短絡又は絶縁不良の有無及び供給電源の異常に

ついて確認してください。問題のないことが確認されたときは、ヒューズの交換を

行います。問題のないことが確認できないとき、あるいは交換したヒューズが繰り

返し断線するときは、当社に連絡してください。 

 

（３）雷により誘導雷サージを受けると、避雷器内部のサージ吸収素子が劣化します。定

期的な交換をお奨めします。劣化が進むと漏れ電流が増加し、電源側ではヒューズ

が働いて電源供給を遮断します。またアナログ出力側では、受信計器に正しく電流

が送られなくなります。 

 

（４）計測画面にＬＢが表示されたらメモリバックアップ用電池の交換が必要です。当社

に連絡してください。 

 

（５）計測値等の表示に使用しているＬＣＤの寿命は常温環境で約５年です。寿命を過ぎ

たＬＣＤは視認性に影響が出ますが、本体の流量計測機能や各種出力動作には影響

を与えません。一般にＬＣＤは直射日光が当たる環境や高温度の環境で使用すると

寿命が短くなります。 
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（６）電源ユニットの寿命は本体周囲温度が平均４０℃の環境で約１０年です。電源寿命

は内部の電解コンデンサの寿命で考えており、一般的には周囲温度が１０℃上がる

毎に半減し、逆に１０℃下がる毎に倍になると考えます。 

 

（７）使用しているパッキン類は次のとおりです。これらのパッキン類は使用環境により

寿命が異なります。パッキンにひび割れや切断が確認された場合には、保護等級の

性能を維持できませんので当社に連絡してください。 

 

使用箇所 

変換器（ケース－フタ間） 

ケーブルグランド 

 

 

 

 
警告 

 ・保守・点検の際は本体を停止し、通電を止めてください。 

 感電の原因となる場合があります。 

・当社指定のヒューズ以外は使用しないでください。 
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第７章．一般仕様 
 

７．１ 総合仕様 
 

測定対象 

種類 
下水、産業排水、汚水など超音波を反射する浮遊粒子を含

み、自由水面をもって流れる液体 

流体温度 ０～４５℃ 

その他 

次のような場合は別途御相談ください 

・液面に多量の気泡やゴミなどがある 

・液面に大きな波立ちがある 

・液体中に多量の気泡やゴミなどを含んでいる 

・水路に木材などの固く、重い漂流物が流れてくる 

・水路に土砂の堆積などがある 

適用水路 

種類 矩形、円形 

寸法 
円形水路 ：φ０．２５～５ｍ 
その他の水路：水路幅０．２５～５ｍ 
ただし水位計の水没なきこと 

直線部長さ 表７－１を参照 

測定範囲 

流量 ０～満水位流量 

水位 
０～５ｍ 
(注) 使用する水位計に制限される 

流速 
正流：０～５ｍ／ｓ 

逆流：判別可能 

演算周期 約１００ｍｓ 

測定精度 
流量 
 

精度等級５（排水流量計ＪＩＳ Ｂ ７５５７） 

・自然流下の場合に限る 

・最大流量は水路形状、最大水位、最大流速などで制限さ 

れる 

逆流：判別可能 

測定方式 

流量 流速水位演算方式 

水位 
使用する水位計に依存 

（ＭＲＦ－１０はマイクロ波パルス伝搬時間方式） 

流速 超音波パルスドップラ方式 
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７．２ 本体仕様 
 

（１） 

本体構成 
流速計測部と流量演算部は一体とし、水位計測部はＭＲＦ－１０、また
は他の４－２０ｍＡ電流出力を持つ水位計とする 

水位 
アナログ入力 
(ＨＰＷＲ、 
ＨＩＮ、 
ＨＲＴＮ) 

入力内容 水位計からの水位信号 

接続対象 
機器仕様 

①電波レベル計ＭＲＦ－１０ 
（注）二線式水位計用電源ＤＣ２４Ｖ±２０％ 
②４－２０ｍＡ電流出力を持つ水位計 
（注）許容負荷抵抗３５０Ω以上 

入力形式 
４－２０ｍＡ ＤＣ電流入力 
・絶縁耐圧：ＤＣ ５００Ｖ 
・最大定格電流：３０ｍＡ 

入力端子 
端子台（スプリング式） 
・単線：２８～１４ＡＷＧ 
・可とう撚線：２８～１４ＡＷＧ 

流量値 
アナログ出力 
(ＱＯ) 

出力内容 流量値 

出力形式 
４－２０ｍＡ ＤＣ電流出力 
・絶縁耐圧：ＤＣ ５００Ｖ 
・許容負荷抵抗：７５０Ω以下 

【※】 
応答 
スピード 

１０～３６００秒 （９０％応答時間） 

【※】 
出力 
パターン 

出力パターン表７－２を参照 
｜逆流最大流量｜＝正流最大流量 
正逆判別は方向判別接点出力（ＱＢＷ）によって得られる 

出力端子 
端子台（スプリング式） 
・単線：２８～１４ＡＷＧ 
・可とう撚線：２８～１４ＡＷＧ 

水位値 

アナログ出力 

(ＨＯ) 

出力内容 水位値 

出力形式 

４－２０ｍＡ ＤＣ電流出力 

・絶縁耐圧：ＤＣ ５００Ｖ 

・許容負荷抵抗：７５０Ω以下 

出力 

パターン 
出力パターン表７－２を参照（ただし＋のみ） 

出力端子 
端子台（スプリング式） 
・単線：２８～１４ＡＷＧ 
・可とう撚線：２８～１４ＡＷＧ 

流速値 

アナログ出力 

(ＶＯ) 

出力内容 流速値 

出力形式 

４－２０ｍＡ ＤＣ電流出力 

・絶縁耐圧：ＤＣ ５００Ｖ 

・許容負荷抵抗：７５０Ω以下 

【※】 
出力 

パターン 

出力パターン表７－２を参照 

｜逆流最大流速｜＝正流最大流速 

正逆判別は方向判別接点出力（ＱＢＷ）によって得られる 

出力端子 
端子台（スプリング式） 
・単線：２８～１４ＡＷＧ 
・可とう撚線：２８～１４ＡＷＧ 

積算出力 
(ＩＮＴＧＦ、 
ＩＮＴＧＢ) 

出力内容 積算カウントアップ信号 

出力形式 
パワーフォトＭＯＳリレー出力 
・接点閉時間：約１００ｍｓ 
・絶縁耐圧：ＡＣ ２５００Ｖ 
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接点容量 

ＡＣ ３～２６４Ｖ 
ＤＣ ３～１２５Ｖ 
０．６Ａ（４０℃以上で要ディレーティング、０．４Ａ＠
６０℃） 

積算方向 出力は正流逆流独立、設定は正流逆流共通 

【※】 
積算単位 

１０００ｍ３（＊１）、１００ｍ３、１０ｍ３、１ｍ３、
０．１ｍ３、０．０１ｍ３、０．００１ｍ３ 
（*１）例えば１ｍ３は１ｍ３を表す 

出力端子 
端子台（スプリング式） 
・単線：２８～１４ＡＷＧ 
・可とう撚線：２８～１４ＡＷＧ 

異常警報出力 
(ＣＮＴ１、 
ＣＮＴ２、 
ＣＮＴ３） 

【※】 
出力内容 

下記を任意に出力可能（警報時：閉） 
ＨＥＲＲ、ＶＥＲＲ、ＴＥＲＲ、ＡＬＬ、ＱＢＷ、ＮＯＮ
Ｅ 
 
ＨＥＲＲ：水位に対して指定範囲外の値を取得した場合 

（ＨＲＯＦＦまたはＨＨＡＬＴ表示時） 
ＶＥＲＲ：流速計測にて断線が発生した場合 

（ＶＥＲＲ表示時） 
ＴＥＲＲ：水温計測にて指定範囲外の値を取得した場合 

（ＴＥＲＲ表示時） 
ＡＬＬ ：ＨＥＲＲ＋ＶＥＲＲ＋ＴＥＲＲ 
ＱＢＷ：方向判別（逆流時：閉、正流時：開） 
ＮＯＮＥ：異常警報出力なし（常時：開） 

出力形式 
パワーフォトＭＯＳリレー 
・絶縁耐圧：ＡＣ ２５００Ｖ 

接点容量 

ＡＣ ３～２６４Ｖ 
ＤＣ ３～１２５Ｖ 
０．６Ａ（４０℃以上で要ディレーティング、０．４Ａ＠
６０℃） 

出力端子 
端子台（スプリング式） 
・単線：２８～１４ＡＷＧ 
・可とう撚線：２８～１４ＡＷＧ 

流速検出器出
力 

１測線計測 標準仕様 
２測線計測 付加仕様 外部の測線切換器は不要 
３測線計測 付加仕様 外部の測線切換器は不要 
４測線計測 付加仕様 外部の測線切換器は不要 

 

 

（２） 

データの 
設定 

設定方式 

流量演算部と流速計測部：１６個のキーと表示器による対

話式 

水位計測部：使用する水位計に依存 

（ＭＲＦ－１０はＨＡＲＴモデムとＰＣを接続し、専用ソ

フトで設定） 

設定項目 アナログ出力などの各種設定 

表示 
表示方式 バックライト付き１６桁×１６行液晶表示器 
表示内容 流量値、測定単位、各種動作表示などの測定データ 
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【※】 
表示桁数 

流量値：設定した最大流量値に依存 
        （符号、小数点を含めて最大６桁） 
水位値：設定した最大水位値に依存 
        （小数点を含めて最大５桁） 
流速値：設定した最大流速値に依存 
        （符号、小数点を含めて最大６桁） 
積算値：６桁 

動作表示 

流量値 "流量単位"を表示（逆流はマイナス表示） 
積算値 積算動作中の場合“ＩＮＴＧ”を表示 

ＡＧＣ 
流速計測にてＡＧＣがＯＮに設定されている場合“ＶＡＧ
Ｃ“を表示 

受波なし 水位計測にて受波なし処理中は“ＨＲＯＦＦ”を表示 

断線・故障
等 

流速計測にて断線発生時は“ＶＥＲＲ”を表示 

水位計測にて値が０％以下になった場合“ＨＨＡＬＴ”を
表示 

温度計測にて値が範囲外になった場合“ＴＥＲＲ”を表示 

各種 
チェック 

流量のアナログ出力チェック時：“ＣＨＫ－Ｑ”を表示 

流速のアナログ出力チェック時：“ＣＨＫ－Ｖ”を表示 
水位のアナログ出力チェック時：“ＣＨＫ－Ｈ”を表示 
測線切換チェック時 ：“ＣＨＫ－Ｍ”を表示 
複合チェック時は“ＣＨＫ－ＨＶＱＭ”のように表示 

フルスケー
ルオーバー 

各計測値がアナログ出力で表現できる範囲を越えている場
合“ＦＳ”を表示 

電池残量 
メモリバックアップ用電池の電圧が規定値以下になった場
合“ＬＢ”を表示 

 

（３） 

機能 

【※】 
受波なし処
理 

水位計測にて受波なし発生時、または流速計測ですべての
流速検出器が断線となったときは直前の値を保持。その際、
流量出力値は０％、１００％、ＨＯＬＤ（直前の値を保持）
から選択可能 

【※】 
受波なし処
理開始時間 

使用する水位計に依存 
ＭＲＦ－１０の場合１～１２０ｓ 

自己診断 電源投入時および、メニューにてセルフチェック可能 

【※】 
アナログ出
力チェック
機能 

アナログ出力の疑似出力が可能 
設定範囲 
流量、流速 ：スパンに対して－１００．０～１００．０％ 
水位      ：スパンに対して０．０～１００．０％ 

              （小数点以下最大１桁） 

【※】 
低流量カッ
ト 

指定した流量値以下の流量をカット可能 
（正逆流時個別に設定可能） 
設定範囲： 
 正流時：０．００００～９９９９９９［設定流量単位］ 
 逆流時：―９９９９９～０．００００［設定流量単位］ 
          （小数点以下最大４桁） 

【※】 
流量ゼロ補

正 

指定した流量分だけゼロ点を補正可能 
（正逆流時個別に設定可能） 
設定範囲：―９９９９９～９９９９９９［設定流量単位］           
          （小数点以下最大４桁） 
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【※】 
流量スパン
補正 

スパン直線の傾きを補正可能 
（正逆流個別に設定可能） 
設定範囲：０．１００～２．０００ （小数点以下最大３桁） 

【※】 
たまり水カ
ット 

たまり水水位を設定しこれ以下のとき流量をゼロとする 
設定範囲：０．０００～５．０００ｍ （小数点以下最大３
桁） 

【※】 
流速計測自
動ゲイン制
御機能 

流速計測に適切なゲインを自動的に設定可能 

流速計測中の受信感度変動に対して一定レベルを保つよう

にゲインを自動的に制御可能 

注）瞬時の変動には反応させていない 

当社サービス員などにより、オシロスコープで波形を確認

しながら手動での設定も可能 

基礎データ
表示機能 

本体内部の計算値の一部を表示可能 

【※】 
測線切換チ
ェック機能 

多測線流速計測の場合、強制的に測線を固定し、測線毎の
計測チェックが可能 

【※】 
低流速カッ

ト 

指定した流速値以下の流速をカット可能 
（正逆流時個別に設定可能） 
設定範囲： 

正流時：０．０００～５．０００ｍ／ｓ 

（小数点以下最大３桁） 

逆流時：－５．０００～０．０００ｍ／ｓ 

（小数点以下最大３桁） 

【※】 
流速ゼロ補

正 

指定した流速分だけゼロ点を補正可能 
（正逆流時個別に設定可能） 
設定範囲：－５．０００～５．０００ｍ／ｓ  

（小数点以下最大３桁） 

【※】 
流速スパン

補正 

スパン直線の傾きを補正可能 

（正逆流個別に設定可能） 

設定範囲：０．１００～２．０００ （小数点以下最大３桁） 

【※】 
水位ゼロ補

正 

指定した水位分だけゼロ点を補正可能 

設定範囲：－５．０００～５．０００ｍ （小数点以下最大

３桁） 

【※】 
水位スパン

補正 

スパン直線の傾きを補正可能 

設定範囲：０．１００～２．０００ （小数点以下最大３桁） 

【※】 
水位固定 

最大水位に固定可能（水位計不使用） 

メモリ保護 

電池にてバックアップされたメモリで積算値を保持 

保持期間：約５年（常温、本体電源断時、環境に依存、充

電不可） 

不揮発性メモリで設定値などを保持 
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（４） 

 

（５） 

電源 
ＡＣ ９０～２６４Ｖ、５０／６０Ｈｚ±２Ｈｚ 
瞬時停電対応時間は１０ｍｓ 
入力端子：端子台（スプリング式）、２４～８ＡＷＧ 

消費電力 
ＡＣ１００Ｖ時：３５ＶＡ以下 
ＡＣ２４０Ｖ時：４５ＶＡ以下 

ヒューズ 
定格 

ＡＣ電源用：３．１５Ａ 
サービスコンセント用（ＡＣ １００Ｖの場合のみ）：３．１５Ａ 
すべてタイムラグタイプ 

避雷器 

アナログ出力及びＡＣ電源ラインに内蔵 
性能：ＩＥＣ６１０００－４－５に基づき試験を実施し本体回路に故障が
生じないこと 
 試験レベル 
 ＡＣ電源ライン   コモンモード ４ｋＶ ノーマルモード ２ｋＶ 
 アナログ出力ライン コモンモード ４ｋＶ ノーマルモード ２ｋＶ 
（注）直撃雷やあらゆるレベルの誘導雷から保護できるものではありませ

ん 

 

（６） 

使用温度範囲 －１０～５５℃ 
使用湿度範囲 ９５％ＲＨ以下 ただし非結露 
取付方法 壁取付型 

構造 
ＩＰ５２（カテゴリー２） 
（ＪＩＳ Ｃ ０９２０、ＩＥＣ ６０５２９） 

電気配線接続口 
スキントップ ９個 
適合ケーブル：（φ６～１２、下穴：φ２３）×５、（φ９～ 
１４、下穴：φ２３）×４ 

ケース材質 鋼板 
塗装 メラミン樹脂焼き付け塗装 
塗色 マンセル１０ＹＲ９．４／０．５ 
質量 １０ｋｇ以下 
寸法 図７－１を参照 

 

 

  

排水流量計 
ＪＩＳ対応 

パスワードによる

保護 

変換器のメニューに入る際はパスワードの入力が必

要 

ユーザ数は５人まで 

水位計は使用する水位計に依存。ＭＲＦ－１０の場

合はパスワードの入力が必要。 

アクセス記録保存 
メニューに入った日時とユーザを内部メモリに記

憶。シリアル通信にてＰＣに送信可能 

積算値保存 
電源をＯＦＦ（または停電）直前の値を内部メモリに

保存 
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７．３ 付加仕様 

多測線流速計測 

水路の直線部が短い場合、あるいは流速分布が乱れている様な水路

に適用する 

水位に連動して使用流速検出器を自動的に切換え可能 

測線数：２～４ 

（注） 測線数に応じた流速検出器と流速検出器用ケーブルが必要

となる 

 

 

７．４ 水位計仕様 

水位計 

使用する水位計に依存 

接続対象とする水位計については７．２ 本体仕様の「水位アナログ

入力」を参照 

 

７．５ 流速検出器仕様 

流速検出器 

下記から選択 

・ＳＥ２０００２０（ＷＬ－２０）・・・・・・小形水路用 

・ＳＥ２０４０２０（ＰＬ－２０Ｂ２０）・・・大形管渠用 

・ＳＥ２０００１０・・・・・・・・・・・・・小形管渠用 

 

７．６ 水温検出端 

水温検出端 ＴＨ－２００またはＴＨ－１００ 

 

７．７ オプション品 

アクセスログ出

力ケーブル 
ＰＣのシリアルポート（Ｄ－Ｓｕｂ ９ピン）との接続用 

 

 

【※】 排水流量計JIS対応版では、お客様による変更はできません。変更の際は、当社

サービス員にお申し付けください。 
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表７－１ 必要とする水路直線部  
上流側直線長 下流側直線長 

曲がりから 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲がりまで 

 

合流から 

 

 

 

 

 

 

 

 

合流まで 

 

落ち込みから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落ち込みまで 

 

 

大規模な落ち込みから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲート、堰、貯留まで 

(1)ゲート、堰、貯留の影響で水位が変動しない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)ゲート、堰、貯留の影響で水位が変動する場合 

 

        多測線測流速測定の適用など要相談 

ゲートから 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポンプから 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ：管径 

 

 

測定点 

10 D以上 

測定点 

30 D以上 

測定点 

5 D以上 

測定点 

10 D以上 

測定点 

30 D以上 

測定点 

3 D以上 

測定点 

50 D以上 

測定点 

30 D以上 

ゲート 

測定点 

10 D以上 

ゲート 

測定点 

50 D以上 

ポンプ 
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表７－２ アナログ出力タイプ 

 

タイプ名称 出力 

＋ 

 

＋／－ 

 

 

  

２０ｍＡ 

４ｍＡ 

ＭＡＸ ０ 

正 逆 

２０ｍＡ 

４ｍＡ 

ＭＡＸ ０ 

正 逆 
－ＭＡＸ 

A OUT 

A OUT 
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図
７
－
１

 
Ｕ
Ｖ
Ｈ
－
３
０
０
０
外
形
寸
法
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第８章．流量計測定原理 
 
 管渠流量計ＵＶＨ－３０００は、自由水面をもって流れる流体の流速を流速計部（超音

波ドップラ方式）で、水位はお客様ご指定の水位計によって測定し、これらの情報を元に

流量演算を行い、流量を求めています。 

 

 一般に管渠の流量Ｑは、流水断面積Ａと平均流速Ｖの積で与えられます。 

 

   Ｑ ＝ Ａ × Ｖ 

 

ここで流水断面積Ａは水路形状と水位Ｈから求まります。一方平均流速Ｖは、本機器では

超音波ドップラ方式を用いているので、点流速Ｖｐと理論及び実験で求めた点補正係数 

Ｋｐの積で求めることができます。 

 

   Ｑ ＝ Ａ（Ｈ） × Ｋｐ（Ｈ） × Ｖｐ 

 

 

すなわち、水位計でＨを測定し、Ｈの関数であるＡ、Ｋｐを計算し、それと流速計で測定

した点流速Ｖｐとの演算を行い、流量Ｑを算出します。 

 

 流速分布が乱れている水路においては多測線測定（２～４測線）を用います。 

 

水位が流速検出器以下になり流速測定が不能になると、Ｍａｎｎｉｎｇ公式を用いて流

量を算出します。 
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（このページは意図的に白紙にしています） 
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営業所一覧 
 

 

本機器の故障や修理等の御相談は最寄りの営業所まで御連絡ください。 

 

 

 

本社／東京営業所  〒144-8551 東京都大田区南蒲田2-16-46 

                 TEL 03-3737-8621 FAX 03-3737-8665 

 

札幌営業所     〒003-0802 北海道札幌市白石区菊水二条2-2-12 藤井ビル菊水Ⅳ 

          TEL 011-816-6291 FAX 011-816-6296 

 

仙台営業所     〒983-0852 宮城県仙台市宮城野区榴岡4-12-12 L.Biz仙台 

          TEL 022-295-5910 FAX 022-295-6041 

 

北関東営業所    〒327-0816 栃木県佐野市栄町1-1 佐野工場内 

  TEL 0283-21-0341 FAX 0283-21-0175 

 

名古屋営業所    〒461-0005 愛知県名古屋市東区東桜1-14-11 DPスクエア東桜 8F 

          TEL 052-228-3996 FAX 052-228-3995 

 

大阪営業所     〒532-0004 大阪府大阪市淀川区西宮原1-7-26 

          TEL 06-6150-6602 FAX 06-6150-6610 

 

広島営業所     〒730-0041 広島県広島市中区小町3-19リファレンス広島小町ビル 

          TEL 082-249-4661 FAX 082-241-7199 

 

福岡営業所     〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前4-8-15博多鳳城ビル5F 

          TEL 092-414-7280 FAX 092-414-7281 
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発行 東京計器株式会社 

   計測機器システムカンパニー 
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場合があります。 
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